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そ

るとともに、会員向け

の

の環境学習講
座を開催

他

し、環境活動実践者の

　

支援・拡大や会員相互

】

の交流を図りました。

【

また、環境保全活動に

協

取り組む団体を主に資

働

金面で
支援する環境活

：

動支援事業を始めまし

】

た。

Ａ：成果があがっ

目

た

的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

環境

種

活動支援事業

環境部　

類

環境政策課

01－04 ハ0104－02000 ー0 ○ ●

03 基本目標３

ド

　　人と自然が調和し

ソ

た、やすらぎのあるま

フ

ち
総合計画の

01 ①〈

ト

自然との共生〉四季を

根

通じて豊かな恵みを与

拠

えてくれる自然と親し

法

む
位置付け

01 1 自

令

然を守るしくみづくり

等

を進める

環境分野の市対 民活動団体、市民

□ □

象

□ ■ 環境ファンクラブ

・

環境の保全や創造の重

受

要性に気付き、考え、

益

それぞれの立場に 環境

者

ファンクラブ登録会員

事

のネットワーク化を図

業

るため、活動
応じて自

期

発的、積極的に行動す

間

る市民、市民団体、事

委

業者が、 発表会などを

託

開催するとともに、環

、

境団体などの活動の活

協

性化
活発な環境保全活

働

動を行うとともに、先

【

導的な取組を広域的に

委

を図るため、団体活動

託

などを支援します。
発

：

信しています。

活動発

3

表会等開催回数 回

－

2

セ

2 4 4 4 4

2 3

- -

-

ク

- - -

環境ファンクラ

・

ブ登録会員数 人

－

65

財

70 80 90 100 1

団

20

62 77

- -

- -

企

- -

①：予定どおり

環

業

境フェアなどの機会に

Ｎ

、環境ファンクラブ会

Ｐ

員によるパネル展示会

Ｏ

や環境教室等を開催す
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位

あります。また、環境

施

活動支援事業について

策

は、今後、他の支援策

へ

と調整していく必要が

の

あります。

活動発表会

貢

、研修活動発表会、研

献

修活動発表会、研修活

高

動発表会、研修活動発

市

表会、研修活動発表会

民

、研修

会の開催など 会

満

開催など及び団会開催

足

など及び団会開催等及

度

び団体会開催等及び団

を

体会開催等及び団体

体

高

等支援 体等支援 等支援

め

等支援 等支援

0 0 0 0

る

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

方

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

策

0 0 0 0

0 74 327

業

318 318 318 3

有

18

0 74 327 31

効

8 318 318 318

性

－ － －

0.00 0.5

継

2 0.52 0.52 0

続

.52 0.52 0.5

に

2

0.00 0.00 0

よ

.00 0.00 0.0

る

0 0.00 0.00

0

成

4,364 4,364

果

4,346 4,346

向

4,346 4,346

上

0 4,438 4,69

の

1 4,664 4,66

可

4 4,664 4,66

能

4

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

地球

性

温暖化など、深刻さを

低

増す環境問題に対応し

そ

ていくため、市民活動

の

団体との協働により実

他

施する本事業は、さら

事

に充実させ
ていきます

業

。

委託の拡大を含め、

の

協働による役割分担や

目

事業の推進方法等を見

的

直し、事業の拡大・発

､

展を図ります。また、

対

環境活動支援事業
につ

象

いては、今後、他の支

､

援策との調整を進めま

内

す。

地球温暖化をはじ

容

めとする環境問題につ

分

いては、市民・
事業者

高

が自ら取り組むべき課

受

題として認識し、自主

益

的・
自律的な保全活動

者

を実践する必要があり

負

ます。協働によ
る役割

担

分担や委託の拡大など

､

事業の推進方法等の見

補

直し
や他の支援策との

助

調整などの課題を検討

額

し、事業の充実
を図り

妥

たいと考えています。

当性 中
業務の執行体制(人員配置､業務分担)

低
その他

析
業務プロセス改善による効率化の方策

高
コスト削減の可能性

効率性 中
事業手法(民活の余地､事業形態の検討)

低
その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

□
抽

市民が主体となって環

出

境活動に取り組んでい

総

くことを促
●□ 進して

合

いくため、環境ファン

評

クラブ等との協働によ

価

り推

■ 進していく本事

市

業には、市が関与する

民

高い必要性があり ○
□

ニ

ます。

■ 環境ファンク

ー

ラブ会員相互の交流や

ズ

パネル展示会、環境
●

高

■ 教室等により、活動

事

の輪が広がり、レベル

業

アップも図ら

□ れてい

目

ます。市民活動団体と

的

市との協働も実践でき

の

てい ○
□ ます。

□ 活動

達

の発展・拡大に伴い、

成

事務局機能や専門機関

状

とのコ
○

□ ーディネー

況

トなどを担う職員の業

必

務が増えています。
●

要

■
○

□
■ 事務局機能を

性

含め、市民活動団体と

市

市との協働の役割分
○

の

□ 担について、更に検

関

討していく余地があり

与

ます。また、
●

□ 環境

の

活動支援事業について

必

は、今後、他の支援策

要

と調整
○

□ していく必

性

要があります。

必要性

低

、有効性の総合評価は

事

高いが、市民活動団体

そ

等と市との役割分担、

の

担当職員の業務増への

他

対応などについて、更

上

に検討し
ていく必要が
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

環境学習講座を開催し、環境情報の 環境フェアなどの機会に、環境ファ
提供による環境活動実践者の支援・ ンクラブ会員によるパネル展示会や
拡大を図った。また、環境ファンク 環境教室等を開催するとともに、会
ラブ会員各々の環境活動を紹介した 員向けの環境学習講座を開催し、環
パネル展示会や環境ファンクラブに 境活動実践者の支援・拡大や会員相
よる環境教室等を開催し、環境ファ 互の交流を図りました。また、環境

５

ンクラブ会員相互の交

.

流を深めると 保全活動

事

に取り組む団体を主に

業

資金
ともにその活動を

展

広域的に発信する 面で

開

支援する環境活動支援

の

事業を始
ことができた

経

。 めました。

必要性、

緯

有効性の総合評価は高

平

いが 必要性、有効性の

成

総合評価は高いが
、市

1

民活動団体等と市との

8

役割分担 、市民活動団

年

体等と市との役割分担

度

、担当職員の業務増へ

事

の対応などに 、担当職

業

員の業務増への対応な

分

どに
ついて、更に検討

平

していく必要があ つい

成

て、更に検討していく

1

必要があ
る。 ります。

9

また、環境活動支援事

年

業に
ついては、今後、

度

他の支援策と調整
して

事

いく必要があります。

業

－ 拡大して継続 現状の

分

規模で継続

委託の拡大

平

を含め、協働による役

成

割 委託の拡大を含め、

2

協働による役割
分担や

0

事業の推進方法等を見

年

直し、 分担や事業の推

度

進方法等を見直し、
事

事

業の拡大・発展を図る

業

。 事業の拡大・発展を

分

図ります。また
、環境

進

活動支援事業について

捗

は、今
後、他の支援策

状

との調整を進めます
。

況

－ 実施計画事業／行政

主

改革事業 実施計画事業

な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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そ

などを開催しました。

の

また、学校版わかば環

他

境ＩＳＯについては
、

　

ホームページへの取組

】

内容の掲載や研修会の

【

実施により活動を促進

協

するとともに、３年に

働

１度の認定証交付式を

：

開催し、報告
冊子の作

】

成や展示等と合わせて

目

、情報交換を行いまし

的

た。

Ａ：成果があがっ

・

た

目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

環境

種

教育推進事業

環境部　

類

環境政策課

01－04 ハ0104－03000 ー0 ○ ●

03 基本目標３

ド

　　人と自然が調和し

ソ

た、やすらぎのあるま

フ

ち
総合計画の

01 ①〈

ト

自然との共生〉四季を

根

通じて豊かな恵みを与

拠

えてくれる自然と親し

法

む
位置付け

01 1 自

令

然を守るしくみづくり

等

を進める

児童・生徒、対 市民

□ □ □ □

学校版わ

象

かば環境ＩＳＯの運用

・

、環境教室の開催、ホ

受

ームペー 環境の保全や

益

創造に向けて、環境に

者

対する市民意識の向上

事

を図
ジによる環境情報

業

の発信などを通じて、

期

子どもから大人まで幅

間

るため、環境学習情報

委

を発信するとともに、

託

学校版わかば環境
広い

、

層の人が環境について

協

の理解を深めています

働

。 ＩＳＯや環境教室な

【

どの事業を展開します

委

。

環境教室等開催回数

託

回

－

12 13 15 15

：

15 15

12 15

わか

3

ば環境ＩＳＯで独自分

セ

野に取り組んでる件数

ク

件

－

43 45 49 50

・

51 52

44 48

環境

財

教室等参加者数 人

－

7

団

00 750 800 80

企

0 800 800

586

業

1,292

①：予定ど

Ｎ

おり

環境教室について

Ｐ

は、子ども環境教室（

Ｏ

川編、海編、里山編）
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位

室開催等 室,わかば環

施

境ISO室開催等

認証

策

事業開催等

0 0 0 0 0

へ

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

の

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

貢

0 0 0

0 565 961

献

368 368 961 3

高

68

0 565 961 3

市

68 368 961 36

民

8

－ － －

0.00 0.

満

65 0.65 0.65

足

0.65 0.65 0.

度

65

0.00 0.00

を

0.00 0.00 0.

高

00 0.00 0.00

め

0 5,455 5,45

る

5 5,432 5,43

方

2 5,432 5,43

策

2

0 6,020 6,4

業

16 5,800 5,8

有

00 6,393 5,8

効

00

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

必

性

要性、有効性の評価は

継

高く、現状の規模で事

続

業の充実を図っていき

に

ます。

実施方法や役割

よ

分担の見直し等により

る

、効率性を向上させて

成

、事業の充実を図って

果

いきます。

環境教育の

向

必要性、有効性に照ら

上

して、実施方法や職員

の

の役割分担の見直しに

可

より効率性の向上に努

能

め、事業の
充実を図り

性

たいと考えています。

低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

幼稚園・保育園から小

出

中学校まで一貫した環

総

境教育、地
●□ 域にお

合

ける環境教育の必要性

評

は一層高まっています

価

。

□ ○
□
□ 環境配慮行

市

動について一定の枠組

民

みを提示できる学校版

ニ

●■ わかば環境ＩＳＯ

ー

の取組の有効性は高く

ズ

、外部からも評

□ 価さ

高

れています。 ○
□
□ 学

事

校版わかば環境ＩＳＯ

業

については、事業の拡

目

大ととも
○

□ に、各校

的

の担当教職員や事務局

の

職員の業務量が増えて

達

い
●

■ ます。
○

□
■ 環

成

境教室の実施方法や、

状

学校版わかば環境ＩＳ

況

Ｏの役割
○

□ 分担等に

必

ついて、検討課題が残

要

されています。
●

■
○

性

□

必要性、有効性の総

市

合評価は高いが、実施

の

方法や役割分担の見直

関

し等により、効率性を

与

向上させていく必要が

の

あります。

環境教室開

必

催等 環境教室、わかば

要

ポスター・作文コポス

性

ター・作文コポスター

低

・作文コポスター・作

事

文コ

環境ＩＳＯ認証事

そ

ンクール、環境教ンク

の

ール、環境教ンクール

他

,環境教 ンクール、環

上

境教

業開催等 室開催等



6 頁

展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

「緑化まつり」や「ひらつか環境展 環境教室については、子ども環境教
」等の場で、幅広い年齢層を対象と 室（川編、海編、里山編）などを開
した環境教室を開催した。平成１９ 催しました。また、学校版わかば環
年度は、新たな内容の環境教室を開 境ＩＳＯについては、ホームページ
催し、環境について学ぶ機会を提供 への取組内容の掲載や研修会の実施
した。学校版わかば環境ＩＳＯにつ により活動を促進するとともに、３

５

いては、ホームページ

.

への取組内容 年に１度

事

の認定証交付式を開催

業

し、
の掲載や研修会の

展

実施により、活動 報告

開

冊子の作成や展示等と

の

合わせて
を促進した。

経

これにより私立幼稚園

緯

、情報交換を行いまし

平

た。
にも学校版わかば

成

環境ＩＳＯの取組
が広

1

がり、市民の環境につ

8

いての理
解が深まった

年

。

必要性、有効性の総

度

合評価は高いが 必要性

事

、有効性の総合評価は

業

高いが
、実施部署や事

分

務局となる環境政策 、

平

実施方法や役割分担の

成

見直し等に
課等の職員

1

の役割分担や実施方法

9

の より、効率性を向上

年

させていく必要
見直し

度

により、効率性を向上

事

させて があります。
い

業

く必要がある。

－ 現状

分

の規模で継続 現状の規

平

模で継続

実施部署や事

成

務局となる環境政策課

2

実施方法や役割分担の

0

見直し等によ
等の職員

年

の役割分担や実施方法

度

の見 り、効率性を向上

事

させて、事業の充
直し

業

により、効率性を向上

分

させて、 実を図ってい

進

きます。
事業の充実を

捗

図っていく。

－ 実施計

状

画事業 実施計画事業

況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への



7 頁

そ

した。

Ａ：成果があが

の

った

他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

花と

種

みどりの推進団体育成

類

事業

まちづくり事業部

ハ

　みどり公園・水辺課

ー01－080405－ ド020000 ○ ●

03

ソ

基本目標３　　人と自

フ

然が調和した、やすら

ト

ぎのあるまち
総合計画

根

の
01 ①〈自然との共

拠

生〉四季を通じて豊か

法

な恵みを与えてくれる

令

自然と親しむ
位置付け

等

01 1 自然を守るし

対

くみづくりを進める

市象 民、公園愛護会会員

□

・

□ □ □

緑化モデル団体

受

や公園愛護会が、育成

益

されています。 地域緑

者

化の推進及び緑化意識

事

高揚のため、モデル団

業

体や公園愛
護会を育成

期

・支援します。

愛護会

間

ニュース発行 回

－

2 2

委

2 2 2 2

 2 2

公園愛

託

護会登録団体数 団体

－

、

136 137 143 1

協

44 145 146

 1

働

37 142

①：予定ど

【

おり

年１回の公園愛護

委

会連絡協議会総会開催

託

、役員会３回開催、市

：

外視察研修会開催（調

3

布市　神代植物園、横

セ

浜市　四季の森公園
）

ク

参加者115名、市内

・

公園視察研修会開催　

財

参加者14名、愛護会

団

ニュース発行２回、前

企

述の活動を通じ緑化モ

業

デル団体や公園愛
護会

Ｎ

が育成されるとともに

Ｐ

、公園愛護会への新規

Ｏ

登録が５団体がありま
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位

の支出や草交付金の支

施

出や草交付金の支出や

策

草交付金の支出や草交

へ

付金の支出や草

花の提

の

供 花の提供 花の提供 花

貢

の提供 花の提供 花の提

献

供

0 0 0 0 0 0 0

0 0

高

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

市

0 0

0 0 30 60 0 0

民

0

0 5,353 5,5

満

87 5,854 5,9

足

64 6,014 6,0

度

64

0 5,353 5,

を

617 5,914 5,

高

964 6,014 6,

め

064

－ － －

0.00

る

1.71 0.55 0.

方

76 0.76 0.76

策

0.76

0.00 0.

業

00 0.00 0.00

有

0.00 0.00 0.

効

00

0 14,349 4

性

,616 6,351 6

継

,351 6,351 6

続

,351

0 19,70

に

2 10,233 12,

よ

265 12,315 1

る

2,365 12,41

成

5

○ ● ○ ○ ○ ○ ○

維持

果

管理経費の削減に向け

向

、全ての公園に愛護会

上

が結成されるよう進め

の

ます。

公園愛護会連絡

可

協議会と連携し、新規

能

愛護会への勧誘と共に

性

愛護会活動の質の向上

低

のため交付金の運用見

そ

直しの検討、協議を行

の

います。

美化推進及び

他

安心・安全に利用でき

事

る公園づくりを市民
と

業

協働で行うため、市内

の

全公園の愛護会結成に

目

向け働き
かけていきま

的

す。

､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

□
抽

公園清掃等を行うこと

出

により、環境美化への

総

意識向上、
●□ 会員相

合

互のコミュニケーショ

評

ンの手段、情報交換の

価

場な

■ ど、まちづくり

市

・ひとづくりの一端を

民

担う事業であるこ ○
□

ニ

とから、必要性は高い

ー

と思われます。

□ 定期

ズ

的に公園清掃を行うこ

高

とにより、市民が公園

事

を快適
●□ に利用でき

業

ることから、有効性は

目

高いと思われます。

■

的

○
□
■ 地域の公園は地

の

域の手で守り育てるこ

達

とを通じて、公園
○

□

成

への愛着も生まれ、公

状

園愛護精神の普及に貢

況

献し、地域
●

□ 環境保

必

全にも繋がる活動とな

要

ります。
○

□
□ 公園が

性

増加する中、維持管理

市

経費の財源確保が困難

の

な現
○

■ 状において、

関

全ての公園に愛護会が

与

結成され公園清掃等
●

の

□ を行うことにより、

必

経費節減へとつながり

要

ます。
○

□

愛護会会員

性

全体の高齢化による人

低

員の確保、継続の困難

事

性があるほか、活動の

そ

質の向上や、愛護会間

の

の活動充実に関する相

他

違な
どが課題です。

交

上

付金の支出や草交付金
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

年１回の公園愛護会連絡協議会総会 年１回の公園愛護会連絡協議会総会
開催、役員会３回開催、視察研修会 開催、役員会３回開催、市外視察研
開催（横須賀市三笠公園、長井海の 修会開催（調布市　神代植物園、横
手公園）参加者１２４名、愛護会ニ 浜市　四季の森公園）参加者115名
ュース発行２回、前述の活動を通じ 、市内公園視察研修会開催　参加者
緑化モデル団体や公園愛護会が育成 14名、愛護会ニュース発行２回

５

、前
されるとともに、

.

公園愛護会への新 述の

事

活動を通じ緑化モデル

業

団体や公
規登録が４団

展

体あった。 園愛護会が

開

育成されるとともに、

の

公
園愛護会への新規登

経

録が５団体があ
りまし

緯

た。

・愛護会会員全体

平

の高齢化による人 愛護

成

会会員全体の高齢化に

1

よる人員
員の確保、継

8

続の困難。 の確保、継

年

続の困難性があるほか

度

、
・活動の質の向上。

事

活動の質の向上や、愛

業

護会間の活動
・愛護会

分

間の活動充実の相違。

平

充実に関する相違など

成

が課題です。

－ 拡大し

1

て継続 拡大して継続

公

9

園愛護会連絡協議会と

年

連携し、新 公園愛護会

度

連絡協議会と連携し、

事

新
規愛護会への勧誘と

業

共に愛護会活動 規愛護

分

会への勧誘と共に愛護

平

会活動
の質の向上のた

成

め交付金の運用見直 の

2

質の向上のため交付金

0

の運用見直
しの検討、

年

協議を行う。 しの検討

度

、協議を行います。

－

事

実施計画事業／行政改

業

革事業 実施計画事業

分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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Ｏ

樹林・生垣が保存され

そ

ました。

Ａ：成果があ

の

がった

他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

保

業

全樹等指定事業

まちづ

種

くり事業部　みどり公

類

園・水辺課

01－08 ハ0405－03000 ー0 ○ ●

03 基本目標３

ド

　　人と自然が調和し

ソ

た、やすらぎのあるま

フ

ち
総合計画の

01 ①〈

ト

自然との共生〉四季を

根

通じて豊かな恵みを与

拠

えてくれる自然と親し

法

む
位置付け

01 1 自

令

然を守るしくみづくり

等

を進める

緑化の推進及

対

び緑の保全に関する条

象

例

対象樹木管理者

□ □

・

□ □

良好な樹木・樹林

受

・生垣が保全されてい

益

ます。 良好な樹木・樹

者

林・生垣を保全するた

事

め、保全樹などを指定

業

し
適正な維持管理を支

期

援します。

保全樹木調

間

査､募集回数 回

－

3 3

委

3 3 3 3

3 3

保全樹木

託

の本数 本

－

52 53 5

、

4 55 56 57

49 4

協

8

①：予定どおり

市内

働

に残された貴重な樹木

【

等を保存するために、

委

良好な樹木（49本）

託

・樹林（８か所）・生

：

垣（６か所）に対して

3

奨励金を交付
しました

セ

。また、枯損及び倒木

ク

を防ぐための処置や、

・

第三者に対して損害を

財

与える可能性があるな

団

どの危険性がある樹木

企

に対し
て、樹木医の診

業

断により、樹勢回復の

Ｎ

施術や危険回避の措置

Ｐ

を行い、良好な樹木・
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上

術を施す必要があ
りま

位

す。また、万が一の倒

施

木等の対応も検討する

策

必要があります。

奨励

へ

交付金の支出奨励交付

の

金の支出奨励交付金の

貢

支出奨励交付金の支出

献

奨励交付金の支出奨励

高

交付金の支出

、賠償責

市

任保険の、賠償責任保

民

険の、賠償責任保険の

満

、賠償責任保険の、賠

足

償責任保険の、賠償責

度

任保険の

加入等 加入等

を

加入、樹木医診断加入

高

、樹木医によ加入、樹

め

木医によ加入、樹木医

る

によ

等 る診断等 る診断

方

等 る診断等

0 0 0 0 0

策

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

業

0 0 0 0 0 0

0 967

有

2,038 2,432

効

2,432 2,432

性

2,432

0 0 0 0 0

継

0 0

0 967 2,03

続

8 2,432 2,43

に

2 2,432 2,43

よ

2

－ － －

0.00 0.

る

26 0.26 0.26

成

0.26 0.26 0.

果

26

0.00 0.00

向

0.00 0.00 0.

上

00 0.00 0.00

の

0 2,182 2,18

可

2 2,173 2,17

能

3 2,173 2,17

性

3

0 3,149 4,2

低

20 4,605 4,6

そ

05 4,605 4,6

の

05

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

保

他

全樹等の状態を把握す

事

るために、平成21年

業

度から市内を13地域

の

に分け、1年に３～４

目

地域のペースで４～５

的

年かけて樹木医に
よる

､

診断を行い、診断の結

対

果何らかの処置が必要

象

なものについては、枯

､

損、倒木による被害を

内

避けるための支援を行

容

っていきま
す。

保全樹

分

等を指定し補助するだ

高

けではなく、長く良好

受

な樹木として保存する

益

ために、樹木医を活用

者

し保全を支援していき

負

ます。

市内に残された

担

貴重な樹木等を保存す

､

るために、樹木医
を活

補

用して積極的に保全を

助

進めていきます。

額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

■ 緑豊かなまちづくり

抽

の実現のためには、良

出

好な樹木（62
●■ 本

総

）・樹林（９か所）・

合

生垣（６か所）を保全

評

していく

■ ことが重要

価

なことから、必要性は

市

高いと思われます。 ○

民

□
■ 保全樹等の多くは

ニ

老木・古木であり、近

ー

年の厳しい環境
●□ 変

ズ

化により樹勢が衰える

高

傾向にあるため、継続

事

して状態

■ を観察しな

業

がら保全していくこと

目

が必要なことから、有

的

○
□ 効性は高いと思わ

の

れます。

■ 樹木等を良

達

好な状態に保つために

成

、所有者自身の管理は

状

●
■ もとより、行政と

況

しても樹木医等の専門

必

的知識を活用し
○

□ た

要

補助と支援が必要なこ

性

とから、妥当性は高い

市

と思われ
○

□ ます。

□

の

保全樹等の多くが老木

関

・古木であり、年々樹

与

勢が衰える
○

□ ものも

の

ありますが、樹木医等

必

を活用して、貴重な樹

要

木等
●

□ の保全に努め

性

る必要があります。
○

低

■

保全樹等の多くが老

事

木・古木であるため、

そ

樹木医等を活用して生

の

育状況の調査と、良好

他

な状態に保つための施
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果が

頁

あがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

市内に残された貴重な樹木等を保存 市内に残された貴重な樹木等を保存
するために、良好な樹木（49本）・ するために、良好な樹木（49本）・
樹林（8ヶ所）・生垣（6ヶ所）に対 樹林（８か所）・生垣（６か所）に
して奨励金を交付した。また、枯損 対して奨励金を交付しました。また
の危険性がある樹木に対して、樹勢 、枯損及び倒木を防ぐための処置や
回復の施術を行うことにより、良好 、第三者に対して損害を与える可能
な樹木・樹林

５

・生垣が保存された 性

.

があるなどの危険性が

事

ある樹木に
対して、樹

業

木医の診断により、樹

展

勢
回復の施術や危険回

開

避の措置を行い
、良好

の

な樹木・樹林・生垣が

経

保存さ
れました。

保全

緯

樹等の多くが老木・古

平

木である 保全樹等の多

成

くが老木・古木である

1

ため、樹木医等を活用

8

して生育状況 ため、樹

年

木医等を活用して生育

度

状況
の調査と、良好な

事

状態に保つための の調

業

査と、良好な状態に保

分

つための
施術を施す必

平

要がある。また、万が

成

施術を施す必要があり

1

ます。また、
一の倒木

9

等の対応も検討する必

年

要が 万が一の倒木等の

度

対応も検討する必
ある

事

。 要があります。

－ 現

業

状の規模で継続 現状の

分

規模で継続

保全樹等を

平

指定し補助するだけで

成

は 保全樹等を指定し補

2

助するだけでは
なく、

0

長く良好な樹木として

年

保存す なく、長く良好

度

な樹木として保存す
る

事

ために、樹木医を活用

業

し保全を支 るために、

分

樹木医を活用し保全を

進

支
援していく。 援して

捗

いきます。

－ 実施計画

状

事業 実施計画事業

況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度へ
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Ｏ その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

市

業

民参加による水循環・

種

水環境計画策定事業

土

類

木部　下水道整備課

0 ハ0－xxxxxx－x ーx0000 ○ ●

03 基

ド

本目標３　　人と自然

ソ

が調和した、やすらぎ

フ

のあるまち
総合計画の

ト

01 ①〈自然との共生

根

〉四季を通じて豊かな

拠

恵みを与えてくれる自

法

然と親しむ
位置付け

0

令

1 1 自然を守るしく

等

みづくりを進める

市民対

□ □ □ □ 市民

水循環・

象

水環境計画を策定し、

・

市民が関心をもち、水

受

量の確保 水辺に親しむ

益

環境を再生するため、

者

市民参加による水循環

事

・水
や水質保全に努め

業

ています。 環境計画を

期

策定します。

- -

- -

間

- -

- -

- - - -

水循

委

環・水環境計画策定進

託

捗率 ％

H19:計画書

、

（案）作成65％、H

協

20:計画書策定35

働

％

65 100 100 -

【

-

65 65

活動団体数

委

団体

－

－ 3 4 - -

－ 0

託

③：遅れている

庁内で

：

の市民参加によるワー

3

クショップ開催に向け

セ

た主管課が決定できて

ク

いない。

理事者への報

・

告及び担当課と協議を

財

重ねた。

Ｃ：十分に成

団

果をあげることができ

企

なかった

業 ＮＰ
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上

、県事業の湘南里川づ

位

くりと連携して進めて

施

いきます。

里川関連関

策

係課との意見交換を行

へ

います。

独自での推進

の

は厳しいものがあり、

貢

今後は湘南里川づく
り

献

と連携して進めていき

高

ます。

市民満足度を高める方策
業 有効性

継続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

□ 河川や地下水の水量

抽

確保、水質の浄化、水

出

辺環境や生態
○■ 系の

総

保全に効果があります

合

。

■ ●
□
□ 自然を守る

評

仕組みに対する保全活

価

動を推進できます。
●

市

■
□ ○
□
■ 地域、流域

民

の個性を生かす取り組

ニ

みが出来ます。
○

□
●

ー

□
○

□
□ 横浜国大大学

ズ

院環境情報研究院との

高

共同研究を進めます
○

事

□ 。
●

■
○

□

庁内関係

業

各課との役割分担を整

目

理決定していきます。

的

参加市民の募集・計画

の

書策定・参加計画の運

達

用

計画（案）の作成市

成

民との意見交換

0 0 0

状

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

況

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

必

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

要

0 0

0 0 0 0 0 0 0

－

性

－ －

0.00 0.50

市

0.50 0.65 0.

の

65 0.00 0.00

関

0.00 0.00 0.

与

00 0.00 0.00

の

0.00 0.00

0 4

必

,196 4,196 5

要

,432 5,432 0

性

0

0 4,196 4,1

低

96 5,432 5,4

事

32 0 0

○ ○ ● ○ ○ ○

そ

○

関係課との調整に時

の

間がかかっており、事

他

務事業として位置づけ
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ｃ：十分に

頁

成果をあげることができ
なかった

－ ①：予定どおり ③：遅れている

内部検討会を開催し、計画（案）及 理事者への報告及び担当課と協議を
び市民公募要領（案）を策定した。 重ねた。
また、横浜国立大学大学院環境情報
研究院と協働で調査研究を進めた。

庁内委員会各課の役割分担を整理し 庁内関係各課との役割分担を整理決
ていく。 定していきます。

－ 現状の規模で継続 縮小して継続

計画推進のために、市民とのワーク 里川関連関係課との意見交換を行い
ショップを開催する。 ます。

－ 実

５

施計画事業／行政改革

.

事業 事務事業

事業展開の経緯

平成18年度事業分 平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度へ


